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國學院大學教育開発推進機構紀要第７号

（司会） 　それでは、最後の報告となります。國學院大學副学長・教育開発推進機構長・人
間開発学部教授の加藤季夫先生よりご報告いただきます。加藤先生、宜しくお願い
いたします。

國學院大學の３つの慮いと教養教育のあゆみ
【報告３】

　それでは、最後ということで、パワポの
画面にあるように、「國學院大學の３つの
慮いと教養教育のあゆみ」ということで、
教養教育に対してどのように建学の精神を
織り込んできたかという報告をさせていた
だきたいかと思います。
　先程、学長のほうからもお話がありまし
たので、重複するかとは思いますが、本学
の概要ということについて少し話をさせて
いただきます【スライド２】。
　創立は1882年、皇典講究所をそのスター
トとしております。初代総裁は有栖川宮幟
仁親王、初代の所長は山田顕義先生で、山
田先生は日本大学の学祖にあたります。そ
ういった面で、本学と日本大学とは姉妹校
で、面白い関係にあります。今年も理事の
改選が行われますが、その時には國學院と
日本大学の理事が集まって、色々なひそひ
そ話をするということが行われますが、内
容はわかりません。
　その後、1890年に「國學院」が出来、
1920年に大学に昇格しました。現在、学部
は文・法・経・神道文化学部・人間開発学
部の５学部ですが、神道を学ぶ大学という
のは日本に２つしかありません。本学以外

としては三重県の伊勢にある皇學館大学
で、國學院大學と皇學館大学で神職を養成
している。ですから、この二つの大学で、
日本の神社界を二つに分けているというこ
とになります。
　学生数は約１万人で、大正大学さんが約
5000、関西学院さんが２万ということです
から、大正大学さんの２倍、関西学院大学
さんの２分の１と、少し面白い数値になっ
ております。
　専任の教員数は240名ですが、学生数か
らすると日本の私立大学で40位前後の、ど
ちらかというと大規模大学であるというこ
とになります。普段は特にそういう意識は
ないのですが、どうもそうみたいです。
　今日、皆さん本学にいらして判りますよ
うに、これが正門で【スライド３】、やけ
にいろんな樹木が生えていると思ったかも
しれませんが、入っていただくと神殿があ
ります。神社じゃありません、神殿です。
数年前に、國學院大學の神殿が「パワース
ポットだ」ということで、國學院に関係の
無い人が神殿の前に群れていて、一体何だ
ろうと思ったことがあります。原因は、「明
治神宮と並ぶ都内のパワースポットだ」と

加藤　季夫氏（國學院大學　副学長・教育開発推進機構長）
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いうことで来ていたみたいです。神殿の反
対側に学生食堂があるんですが、そこの讃
岐うどんが非常においしいということで、
パワースポットで力をもらったうえで讃岐
うどんを食べて帰るというツアーが成立し
たようですが、現在はブームも収まり、ま
た、神殿らしい雰囲気になっています。
　次に、國學院大學の建学の精神というこ
とについても説明させていただきますと
【スライド４】、これも最初に学長のほうか
ら話がありましたけれども、本学は「神道
精神に基づき人格を陶冶し」と言っており
ます。「人格の陶冶」というのは様々な大
学に出て来そうなキーワードですが、それ
では「神道精神」って一体何なの、という
話になります。一応、色んな意見がありま
すけれども、國學院大學ではこういうふう
に解釈しています。「日本人としての主体
性を保持した寛容性と謙虚さ」―つまり、
神道自体が多神教だということです。これ
は、神道を生んだ日本の国土が、非常に自
然豊かで、その中で様々な神様がいるとい
うことを意味しており、解釈の仕方として
は、多様性を認め共存して行く考えが神道
だということです。
　私は専門が生物学なものですから、生物
的な見方をすると、所謂「多様性」という
のが一つのキーワードになります。生物の
世界では、多様性あってこそ色々な生物が
共存できる、逆に多様性を失って行くと絶
滅の道を歩むというのが大原則で、恐らく
人間もそうだと思います。そういった意味
で、國學院の「神道精神」というのは、生
物界を流れている大原則に合った考えだと
も言えると思います。
　私は別の大学から来たのですが、その

時「國學院大學に移るよ」と言ったら、周
りから「大丈夫なの？」ということを言わ
れました。どうも周りは、國學院というと
「……」の世界だと（会場笑）思っていた
らしいのですが、入ってみますと、これほ
ど自由な大学はありません。恐らく、神道
精神の「寛容性」ということだと思います。
刑法に引っかからなければ何をやってもい
いというですね、そういう大学が國學院だ
ということで、ついつい居着いてしまい、
いつの間にか副学長・機構長をやらされて
いるという状況になってしまいました。
　さて、先程、松坂先生から詳しい話はし
ていただいておりますけれども、本学も大
きな影響を受けた高等教育の状況の変化と
いうことについて、ポイントだけ出してお
きたいと思います。
　1991年の大綱化が、やはり教養教育の一
つのターニングポイントになりました【ス
ライド５】。それ以前は、一般教育科目３
分野、外国語、保健体育ということで48単
位、そして専門が76単位ということで―
これは1956年に大学設置基準で必修と決め
られたようですが―それでずっとやって
きたのですが、当然ながら世の中は変わっ
て来るわけでして、一番大きかったのが、
進学者の急増、それから多様な要望という
ことが一つのキーになります。結果として、
一般教育の授業は、大人数であり、一方向
的であり、そして高校レベルの内容という
ことで、学生のほうからも「パンキョー」
などと言われて、あまり重要視されなかっ
た、と。
　私も1970年代に大学の授業を受けたわけ
ですが、記憶に残っている一般教養の授業
はひとつ、それは化学の授業です。どういっ
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た意味で記憶に残っているかと言うと、そ
の先生が、なんでこんな授業をするんだと
思うのですが、八丈島に行ったら石組みの
間にマムシが一杯いたとか、あるいは、谷
川岳に登ったときに、どうしても帰らな
きゃいけなくなって、ひとりで下山してい
ると、前を人が歩いていた。霧の中なので
その人の後をついて行けば大丈夫だろうと
思ってついて行って、ふと気付いてみれば
崖だったという―そういう話しか覚えて
いないんですね（会場笑）。
　そんな一般教育を受けていれば学生の間
から不満が出るのも、軽視されるのも当た
り前です。一言で言えば、やはり、担当教
員の怠慢以外の何ものでもないと私は考え
ております。私も國學院大學の生物関係の
一般教養をやって来たわけですけれども、
一番大人数授業は、1100名の受講生がい
て、座る席がないので、階段に紙を敷いて
座らせました。しかし、やりようによって
は1100名の受講生があっても授業は成立す
るものですね。成立させるためには、やは
り教員が必死になってやっているというこ
とを見せなければいけないのです。ひとつ
心掛けたことは、なるべく新しい情報を授
業で提供するということです。一般教養で
批判されることのひとつには、「もう10年
も同じ内容でやっている」というようなこ
とがあります。教員のほうも、一所懸命授
業をやっているのだという姿勢を見せるこ
とが必要です。
　学生に対して、私語等をきつく注意する
ことも大切です。学生に一番ウケたのは、
小型の塩ビ製のラジコンヘリコプターを持
ち込んで、寝ている学生の頭の上に飛ば
してぶつけるという（会場笑）、そういう

ことをやりまして、学生の方も時折寝たふ
りをしてヘリコプターをキャッチするとい
う、それで授業が盛り上がったこともあり
ます。要は、やり方次第なのですね。残念
ながら、多くの教員はそういう所をやらな
かった。それが、一般教養の批判に繋がっ
てきたということです。
　大学設置基準の大綱化によって、一般教
育と専門教育の科目の区分がなくなり、大
学がどういう学生を育てたいかということ
に基づいて、カリキュラムの編成が可能に
なりました【スライド６】。ところが、結
果として起こったことは教養部の解体、一
般教育の縮小ということで、まあそうなる
のは目に見えていたのですが、当時関係
した人々に言わせると「いや、意図したと
ころはそうではないのだ」ということだそ
うですけれども、意図とは別に、どういう
結果になるかということを考えないでやる
と、様々な問題が後々起こるのだというこ
とですね。
　それでは、國學院はどうしたということ
ですが、國學院は教養教育を縮小しません
でした【スライド７】。國學院独自に「教
養総合カリキュラム」というのを策定して、
こういうコンセプトで―世界に開かれた
日本文化の創造と形成に総合的に寄与し、
日本文化を世界に向けて発信できる有用な
人材を育成するために、教養総合カリキュ
ラムをつくりました。世の中の多くの大学
の流れとは、ちょっと違う動きをしたとい
うことです。
　これは、そのときの履修要項の一部です
が【スライド８】、外国語とスポーツ身体
文化、主題講座です。主題講座は、テーマ
Ⅰ～Ⅵまでありますが、テーマⅠで、所謂
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神道の科目を必修にしております。やはり
本学は神道の大学でもありますので、これ
はきっちり教えよう、ということで入れて
あります。
　2008年には有名な中教審答申が出て、「21
世紀型市民にふさわしい」教育をしなさい
ということになった【スライド９】。「学士
力」なるものが必要ということで、知識・
理解ですとか、コミュニケーション能力、
態度、あるいは総合的な学習経験と創造的
思考力というかたちで、大学全体を「学士
課程」と捉えて、その中で各大学が独自の
道を歩みなさいということだと、そのよう
に解釈して進めて行きました。
　それを受けて、私が教務部長の時に、こ
れからの大学教育あるいは教養教育にとっ
て何が必要かというのを考えて―一応こ
れは教授会で参考資料として出した図なの
ですが【スライド10】―「人として生
きるための知識・技能」を身につけるのが、
國學院大學の教養総合だ、ということで、
「人として生きる」というキーワードを掲
げました。それに関連する幾つかの科目群
と、それからどういった能力が得られるか、
それが多様な社会への適応力に―これは
グローバル化に関係するのですが―、あ
と専門科目にも繋がって行くのだと。こう
いう教養教育をしようと考えたわけです。
　「人として」というのはどういうことか。
人と猿とは何処が違うのか。たまたま人類
学の授業をやっていますので、その授業の
テストで「チンパンジーと赤井学長との違
いについて述べよ」という問題を出したの
ですね（会場笑）。答えは、「直立２足歩行
するかどうか」なのですが、なかなか面白
い答えが出て来まして―後で怒られるか

も知れませんが、僕が書いたのではないの
で言いますけれども、「赤井学長はチンパ
ンジーほど毛深くはないが、あまり差は
無いと思う」という（会場笑）記述もあり
ました。さすがにこれは点数は与えられな
いと思ってその部分は零点にしておきまし
た。
　それはさておき、実際のところ、人とチ
ンパンジーで何が違うのかというと、これ
が結構難しい。目は二つある、鼻はひとつ
ある、手足が４本ある。一番の違いは、こ
こです―「利他的行動が取れるかどう
か」。これが、人間と他の動物との違いな
のです。
　人間以外の全ての動物は、利己的行動し
か取りません。利己的行動というのはどう
いうことかというと、自分の遺伝子を未来
に残すためにプラスになる行動が利己的行
動ということになります。利他的行動は、
自分の遺伝子を未来に残すためにプラスに
ならない、関係しない行動を取るのが利他
的行動で、代表的なものとしてボランティ
ア活動がある。ボランティア活動をするの
は人間だけで、他の動物には見られません。
　そういった意味で、國學院大學も３年前
から、東日本大震災の被災地に、大正大学
さんのお世話もあって、「私大ネット36」
という組織の幹事校として学生を被災地に
送って、がれきの撤去や農業林業水産業
の支援を行っています。私もその責任者と
なって一緒に行っていますが、ボランティ
ア活動を学生にさせると、本当に意識も変
わって来ますし、顔つきも変わって来ると
いう面白い現象が起こって来ます。そう
いった点で、これからの大学生に対しては、
やはり一度は、ボランティア活動はやらせ
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てみたほうが良いということもあって、教
育開発推進機構の中で、今年からボラン
ティアステーションという専門の部署を立
ち上げました。
　もう一つ、利他的行動の例で皆さんに判
りやすいこととしては、例えば身寄りの無
い子供を引き取って育てるということも利
他的行動です。朝ドラで結構視聴率が高い、
『マッサン』の世界で、エマさんという養
女を育てているというのも、あれも人間に
しか出来ない行動だというふうに考えてい
ただいて結構かと思います。
　最近になって出て来た、非常に面白い
データがあります。―2014年にカリフォ
ルニア大学の社会心理の先生から発表され
たもので、「金持ちになるほど、他人に対
して意地悪になる、利己的になる」という
のですね。大韓航空の副社長の事件があり
ましたが、あのナッツ事件も、なるほど、
人間は金持ちになるとろくでもないという
ことが非常によくわかります。そういった
ことを、どこかでしっかり教育しなければ
いけない。それが、やはり大学の教養教育
の役割のひとつだろうと、私は勝手に解釈
しております。
　2010年に、日本学術会議から面白い提言
が出て来ました【スライド11】。あまり表
に出てこないので、いい機会ですからここ
でご紹介したいと思います。やはり、グロー
バル化する情報知識社会および大学教育の
大衆化と、生涯学習社会の展開、およびそ
れを支える「知の創造」の基盤となる教養
についての提言ということで、非常に面白
い内容です。ネットで読めますので、興味
のある方は是非ともお読みいただければ、
色んな意味で参考になるかと思います。

　國學院大學では、法人の方で「21世紀研
究教育計画」として【スライド12】―
これは一番新しいもので、2012年策定の
第３次のものですが―その中で、國學院
のミッションとして３つが挙げられていま
す。それが「３つの慮い」です。すなわち「伝
統と創造」「個性と共生」「地域性と国際性」
ということで、今大学としてやらなければ
いけないことが、この「３つの慮い」の中
に込められています。非常に素晴らしい計
画で、いかにこれを実現して行くかという
ことになろうかと思います。
　さて、現在の國學院大學の教養教育は、
それではどのようにやっているかというこ
とですが、今年からグローバル化その他を
もう一度見据えて教養教育の目標を三つ定
めました。私が教務部長の時に、「人とし
て生きる」ということで、ある程度大きな
枠を作ったのです。現在の教務部長は地球
科学の方でして、生物学と地球科学ですか
ら、理系の人間が連続して教務部長を勤め
るという、文系の大学では珍しいこととな
りましたが、きっちりやろうということで、
現在はこうなっています【スライド13】。
　すなわち、日本の伝統と文化を理解し説
明できる、日本語をちゃんと操れるのだと。
さらに当然、日本の中で全てが終わるわけ
ではありませんので、外国の文化をしっか
り理解していかないとやって行けませんよ
と。そして、色んな視点から物事は捉えら
れるんだと。最後に、多様性を認め、他者
を理解する。これは神道精神そのものだと
いうことです。
　これは履修要項から取っていますけれど
も、科目区分として基礎科目群・人間総合
科目群・留学生科目・単位認定科目と分け
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てあり、基礎科目の中に神道科目、國學院
科目、日本語科目という形で、建学の精神
に関わる科目をしっかり入れ込んでありま
す。
　まず、神道科目ですが、自校史に関係す
るサブテキストと、神道に関係する教科書
ということで【スライド14】、このような
共通教材を使って、必修で２単位、一応１
学年2600人くらいですので、その学生に、
うちの大学が神道を建学の理念としている
んだという授業を行っています。
　次に、國學院科目というのを設けて、一
応４つにグルーピングしております。「日
本の基層文化」「國學院の学問」「心・技・体」
「ことばの文化」で、神道とか民俗学関係
のもの、國學院の歴史と、渋谷学・共存学
などもここにあります。「心・技・体」では、
雅楽・茶道・礼法。あと将棋も27年度から
開設予定ですし、「ことばの文化」では書
道、あるいは和歌について学ぶということ
で、かなり國學院らしさを教養総合の中に
入れ込んでいます。
　これは今年の授業風景ですけれども【ス
ライド15】、こういうかたちで、学生が雅
楽の練習あるいは書道を行っております。
やはり、こういった國學院科目を展開する
ためには場所が必要だということで、50人
規模の和室を用意しようということにな
り、もう工事は始まっていますので、来年
度からは、こういったものは和室で行うこ
とが決まっています。
　更に、教養演習という科目があります【ス
ライド16】。アクティブ・ラーニング系の
ものは、学生との接点も近いですし、学生
達があるテーマを捉えて自分たちで調べ、
発表し、ディスカッションをするという、

非常に学生を育てる上では重要な授業です
ので、今後充実させて行こうと考えており
ます。このスライドでは、今日の司会進行
役の中山准教授が授業をしている写真をお
見せしております。
　ここで、少し見方を変えて、高等教育の
役割とは何なのかということを考えてみた
いと思います。
　二人の方、一人は西南学院大学学長の
G.W.バークレー先生、それからもう一人
は、残念ながら亡くなってしまいましたけ
れども、国際教養大学前学長の中嶋嶺雄先
生の仰っていることに注目しました【スラ
イド17】。特に中嶋先生は、英語能力がど
うしても必要だと。そして、教養と批判力、
クリティカル・シンキングを身につけなけ
ればダメだと。それをさせるのが大学だと。
更に、日本人としてのアイデンティティの
大切さということで、素晴らしい考えをお
持ちだと思います。
　ここでの「クリティカル・シンキング」
とは何かということですけれど【スライド
18】、つまり根拠に基づいて、しっかりと
思考回路をめぐらせて、正しいと思われる
結論を導き出す、そういう思考過程がクリ
ティカル・シンキングだということになり
ます。
　実は、生物学の立場からすると、動物に
は５つの行動がある。人間もそうです。そ
の中の、知能行動に関係した部位が大脳前
頭葉―おでこの裏の部分の働きが、社会
的知性と密接に関係しているということが
言われております。
　具体的な例を一つ挙げます【スライド
19】。何でこんなのが出て来たのかと思
われるかも知れませんが、テレビの、特に
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深夜番組BSはこういうものばかりですよ
ね。これは「すっぽんコラーゲン」という
商品の広告で、通販でNO.1だと宣伝して
おり、結構売り上げを伸ばしています。一
体どうしてこんなのが売れるのか、という
ことですね。
　一番大きいのは、テレビ局がどんどん宣
伝するからです。こういったコラーゲン食
品関係の経費、製造経費は、大体２割程度
です。残りの８割が利益になり、全体の売
り上げの半分は放送局が持って行きます。
放送局にとってはおいしい商売なわけです
ね。ですから、どんどん宣伝して売ろうと
いう、まあテレビ業界もあくどい業界です
から、そういうことをやっています。
　しかもこういう類のものは、必ずどこか
にアスタリスクで「個人の見解です」とい
う注記が、小さく、判らないように表示さ
れています。皆さん方も、そういう言葉が
あったら、これは効果がないものだと思っ
て下さい。
　それで、どうしてこれがクリティカル・
シンキングに関係してくるかといいます
と、そもそも「コラーゲンとは何なのか」
ということです。これはタンパク質なんで
す。アミノ酸が繋がったタンパク質を飲ん
だらどうなるか。胃液のペプシン、膵液の
トリプシンで、アミノ酸に分解されてしま
いますから、全く意味がありません。そう
いうことは、中学校の理科で習ったことを
ある程度理解していれば、これは意味がな
いんだということがわかるはずなんです。
実は、コラーゲンとほぼ同じものがゼラチ
ンですから、「すっぽんコラーゲン」を食
べるよりは、美味しいゼラチンケーキでも
食べた方がよっぽどいいと思います。この

類はそういうものばかりです。
　ですから、「コラーゲンって何なの」「飲
んだら、食べたらどうなるの」ということ
を、しっかり論理立てて考えて行くことが
出来ていれば、こういう商売は成り立たな
いはずなのですが、残念ながら日本人は、
そういうことが出来る方は少ないのです
ね。
　横浜市の市内大学との共同事業である大
学都市パートナーシップ協議会で、今年の
１月15日にシンポジウムがありました【ス
ライド20】。その時の基調講演をして下
さった、日産自動車の志賀俊之副会長さん
の話の中で非常に素晴らしいことが述べら
れていました。さすが世界を股に掛けた企
業人だと思いました。
　まず、グローバル化の中での人材育成に
おいて何が重要かは、『共感力』。これがキー
ワードです。『共感力』というのは、やは
り相手の立場に立ってものごとを考える、
あるいはお互いに自分の考えをまとめて
ディスカッションする。そうすることで、
『共感力』がわいてくるのだと言います。『共
感力』のない学生は、企業に入ってもやっ
て行けない、グローバル人材にはなれない
のだということを明確に言い切っておられ
ました。
　また、たまたま昨日の帰りに渋谷駅の売
店で東京新聞を買ったのですが、そこに、
大谷大学の鷲田清一先生が書いておられま
した。鷲田先生は何が必要かというと、や
はり、これからを生きて行く人たちは『共
感力』が必要だと。『共感力』をつけるた
めには、やはり、自らに距離を取る。客観
的な自分を見ることが出来る。そして、他
者のもとに心を向けさせる。そういった
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ことが出来るようになることが、これから
の21世紀の日本を生きて行く能力だとおっ
しゃっていまして、ああ今日のテーマに合
うなということで、紹介させていただきま
す。
　次に、ここで出しましたものは「國學院
大學の教育戦略」ですが、私が勝手に作っ
たものです【スライド21】。教務部長が了
承しているわけでもありません。建学の精
神に則り、日本語の運用能力が高い、日本
の文化・日本の歴史に造詣が深い、外国語
を苦手としない、クリティカル・シンキン
グができる、そういった人材を育てて行こ
うと。そのためには、アクティブ・ラーニ
ング系の授業の充実も必要ですし、最終的
に大学が生き延びて行くためには、やはり
卒業生の満足感が必要だと。そのためには
やはり、学生達が、この大学に入って良かっ
た、成長したと実感できるような授業の提
供が必要だということです。
　最後になりますが、やはり、松坂先生が
仰っていましたように、日本の大学生は学
修時間が少ない。たまたま佛教大学の先生
に講演に来ていただいたとき、京都の大学
の中でどこが一番評判いいんですかと訊く
と、立命館大学が一番という話でした。な
ぜ立命館がいいんですか、と訊くと、京都

の大学の中では、立命館大学の学生が一番
よく勉強しているとのこと。そのように勉
強させると、やはり社会的評価は高くなる
といいます。それが、社会的知性を持った
学生の増加に繋がって行くのだと思いま
す。
　明日以降、皆さん方が自分の大学に行か
れた時に、ひとつやってみると良いと思う
ことがあります。大学の正門近くの交差点
で、赤信号の時にどれだけ学生が無視して
渡るか、それを見てください。しっかりし
た大学、評判の高い大学ほど、赤信号を渡
りません。赤信号を平気で渡る学生は、徹
底的に鍛えないとだめだということです
（会場笑）。データが溜まってきましたら
どこかでレポートしようと考えています。
―「赤信号と大学の質」という題名で（会
場笑）。
　大学にとっては、いかに学生達を育てて
いくかということが生命線になりますの
で、最初に言いましたけれども、皆さん方
の大学が生き延びて行くために、より良い
学生を育てて行けるひとつのヒントになれ
ばということで、今日お話をさせていただ
きました。どうもありがとうございました。
（拍手）
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